
別紙１ 

京丹後市役所市内地図及び庁舎案内図表示板設置事業仕様書  

 

１ 事業内容 

（１）事業名称 京丹後市役所市内地図及び庁舎案内図表示板設置事業  

（２）設置場所 京丹後市役所１階正面玄関ホール  

（３）内 容 京丹後市市内地図及び京丹後市役所庁舎案内図を作成し設置する。なお、

その地図上に所在する民間企業等の広告主を募集し、広告を記載すること

ができるものとする。  

（４）事業期間  

  ア 表示板設置日から１年間とする。ただし、事業期間満了の１箇月前までに、市及

び設置事業者双方から特段の意思表示がない場合、同一内容及び同一条件をもって

さらに１年ごとに更新するものとし、当初表示板設置日から令和８年３月３１日ま

で更新することができるものとする。  

  イ 事業期間内において、庁舎の改修等により設置場所等を変更する必要が生じた場

合は、市と設置事業者が協議の上、決定するものとする。  

（５）広告付き市内地図及び庁舎案内図表示板 

 ①設置本体 

ア 表示板は、縦２，１００ｍｍ×横２，７００ｍｍ程度の大きさで作成すること。  

  イ 表示板には、電気亜鉛メッキ鋼板（厚さ１５０ｍｍ以上）加工及びメタリック焼

付塗装あるいはそれと同程度のものを使用すること。  

  ウ 地図、案内図及び広告部分は、インクジェットフィルム又はカラーコルトンフィ

ルムを乳白アクリル板と透明アクリル板で挟み込む形あるいは液晶ディスプレイな

どそれと同程度の視認性及び表現力を発揮するようにすること。  

  エ 表示板本体枠の角が鋭利とならないように加工すること。  

  オ 本体下部は、ストッパー付の車輪を用いて移動できるようにし、地震等でも容易

に転倒しないようにすること。また、撤去の際は原状復帰すること。  

  カ 照明はＬＥＤ内照式とし、調光器で明るさの調整ができるようにすること。また、

タイマー等電照時間を自動制御できる機能を装備し、手動スイッチによる電源のオ

ン／オフも容易にできるようにすること。  

  キ 本体部に、カッティングシール等により庁舎案内サインを表示させ、また人口推
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移を表示させるマグネットを貼付すること。  

②市内地図 

  ア 地図は本体内に収まり、京丹後市内全域及び京丹後市役所周辺地図で構成するこ

と。 

  イ 国土地理院の２，５００分の１の地図をベースに作成すること。  

  ウ 公共施設等市が指定する地点をわかりやすく表示すること。  

  エ 全体的に利用者が見やすい配色デザインとすること。  

③広告枠 

  ア 広告主の広告を掲載することができるものとすること。（写真、名称、所在地、電

話番号等）  

  イ 本体内で収まる大きさで作成し、１枠が極端に大きくならないようにすること。  

  ウ 次の各号のいずれかに該当する広告の掲載は認めない。  

   （ア）法令等に違反するもの又はそのおそれのあるもの  

   （イ）公序良俗に反するもの又はそのおそれのあるもの  

   （ウ）人権侵害に当たるもの又はそのおそれのあるもの  

   （エ）政治性又は宗教性のあるもの  

   （オ）個人または団体の意見広告及び名刺広告  

   （カ）社会問題についての主義主張及び係争中の声明広告に関するもの  

   （キ）誇大、虚偽、誤認等のおそれのある広告  

   （ク）美観風致を害するおそれのある広告  

   （ケ）青少年の保護及び健全育成の観点から適切でない広告  

   （コ）人材募集の広告 

   （サ）責任の所在が不明確な広告  

   （シ）その他適当でないと市が認めるもの  

④庁舎案内図 

  ア 市が作成した原案に基づいて表示すること。  

  イ ２回目以降の更新時期は４月とする。但し、庁舎改修等により庁舎の配置が変更

となる場合は、その都度更新を行うものとする。  

⑤その他 

  ア 製作、設置、移設、更新、撤去等に係る一切の費用は設置事業者が負担すること。  
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  イ 表示板の汚損又は破損、表示板に掲載する公共施設、広告主等の変更があった場

合は、その都度メンテナンスを行い、必要な措置を講じること。  

  ウ 広告枠の掲載内容は、事前に見本を市の担当者へ提出し、承認を得ること。  

  エ 「広告に関する一切の責任は広告掲載者に帰属します。また、京丹後市が推奨す

るものではありません。」等の表示を施すこと。  

（６）会議案内表示板 

 ア 設置台数は１台とする。なお、会議案内表示板は、液晶ディスプレイ、スタンド、

メディアプレーヤー、表示用ソフトウェアが附属するセットであること。  

 イ スタンドに液晶ディスプレイとメディアプレーヤーを取り付けた状態での会議案内

表示板の外形寸法が高さ１，５００ｍｍ×幅６６０ｍｍ×奥行き７００ｍｍ以下に

なるようにすること。  

 ウ 会議案内表示板のモニタは４２型以上４９型以下のサイズであること。  

 エ パソコンで電子ポスターを編集し、ＵＳＢメモリでデータの更新が可能であること。 

 オ モニタは縦横どちらにも設置可能なものであること。  

 カ 下記のフォーマットに対応している会議案内表示板であること。  

  静止画   ＢＭＰ、ＪＰＧ、ＰＮＧ  

  動画    ＭＰＥＧ１、ＭＰＥＧ２、Ｗｉｎｄｏｕｗｓ  Ｍｅｄｉａ  Ｖｉｄｅｏ９ 

  オーディオ ＭＰ３ 

 キ スタンド下部は、ストッパー付の車輪を用いて移動できるようにし、地震等でも容

易に転倒しないようにすること。また、撤去の際は原状回復すること。  

ク 製作、設置、移設、更新、撤去等に係る一切の費用は設置事業者が負担すること。 

 ケ 表示板の汚損又は破損、表示板に掲載する公共施設、広告主等の変更があった場合

は、その都度メンテナンスを行い、必要な措置を講じること。  

 

２ 支払条件 

（１）行政財産使用料は、市行政財産使用料条例別表により令和５年４月１日現在で算出

すると、建物使用料７，５９４円／㎡、土地使用料５８６円／㎡、年額８，１８２

円／㎡の使用料（ただし、消費税及び地方消費税加算前）となる。  

また、当該年度分を設置日から１箇月以内に市が発行する納入通知書により納入す

ること。なお、期間が１年に満たない部分については月割りで計算し、１月に満た
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ない部分については１月を３０日として日割計算により算出する。  

（２）広告料については、設置事業者がプレゼンテーションで提示した額を採用するもの

とし、当該年度分を設置日から１箇月以内に市が発行する納入通知書により納入す

ること。なお、期間が１年に満たない部分については月割りで計算し、１月に満た

ない部分については１月を３０日として日割計算により算出する。  

（３）電気料金（表示板に電気を使用する場合）は、設置事業者が表示板に個別に電気メ

ーターを設置し、実際の使用分を年度末に納入すること。  

（４）設置事業者は、設置事業者による広告主の募集が不調に終わった場合でも、契約で

定める広告料及び行政財産使用料に加え使用した電気料金を市に支払うこととする。 

 

３ その他 

（１）設置事業者は、年度ごとに行政財産使用許可申請書を提出し、市の使用許可を受け

ること。 

（２）事業実施にあたり、京丹後市の信頼及び品位を損なうことのないよう、細心の注意

を払うこと。  

（３）本仕様書に明記されていない事項及び事業の内容について疑義が生じた場合、市及

び設置事業者が協議の上、決定するものとする。  

（４）閉 庁 日 土曜日、日曜日、国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）

に規定する休日、１月２日、同月３日及び１２月２９日から同月３１日まで 

 


